
緒　　言

　淡路島産のタマネギは良食味で知られ，高値で取引さ

れる兵庫県の重要な特産物である．タマネギなどの生鮮

食品についても，「農林物資の規格化及び品質表示の適正

化に関する法律（略称：ＪＡＳ法）」に基づき，原産地

表示が義務づけられ，国産品については都道府県名（市
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要　　約

　　淡路島産タマネギの産地偽装表示対策の一部として，DNAマーカーを用いて，淡路島で作付され

ている品種と作付けされていない品種との識別を試みた．

１　供試した１９種のDNAマーカーのうち，染色体遺伝子の変異を検出するマーカー１７種は，品種間の

多型と共に多くの品種内多型を示した．細胞質遺伝子由来のDNAマーカー２種については，供試した

淡路島作付１８品種中１品種のみで品種内多型が確認された．

２　２４個体を調査した淡路島作付１１品種と，すでに２４または１６個体について多型頻度が報告されている

他産地作付３２品種との，計３５２組合せのうち，２組合せでは有意差を示すマーカーが確認されなかった

ものの，他の３５０組合せでは１％または０．１％水準で有意差を示すマーカーが見つかり，十分な精度で

品種判別が可能と考えられた．

３　８個体を調査した７品種と他産地作付３２品種との２２４組合せについては，２組合せでは有意差を示す

マーカーが確認されず，残りの２２２組合せでは１％または０．１％水準で有意差を示すマーカーが見つか

り，少数の個体しか供試できない場合でも，２４または１６個体で作成したカタログを比較対照とすれば

おおむね識別が可能であった．
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Summary

 For preventing false labeling of production area, we examined to identify the eighteen onion cultivars planted in 

Awajishima district from the thirty-two cultivars not planted, using DNA markers.

�　Seventeen kinds of the marker derived from chromosomal DNA showed a lot of intra-cultivar 

polymorphisms. Although two kinds of the marker derived from cytoplasmic DNA showed only one intra-

cultivar polymorphism out of eighteen cultivars. 

�　Significant differences between the polymorphic frequencies from each combination of the eleven cultivars 

planted in Awajishima district, which were tested on twenty-four individuals, and thirty-two cultivars not 

planted in Awajishima were determined but two combinations.

�　222 of 224 combinations, seven cultivars of Awajishima which were tested on eight individuals and thirty-

two cultivars of other product areas, showed significant differences between the polymorphic frequencies. It 

revealed that a few individuals of onion may be enough to test whose origin was Awajishima or not.
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町村名など一般に知られた地名も可）を表示し，輸入品

については原産国名（一般に知られた地名も可）を表示

するよう定められており，淡路島で栽培・収穫されたタ

マネギには「兵庫県（淡路島）産」と表示しなければな

らない．以下，本報では，兵庫県の淡路島で栽培・収穫

されたものを淡路島産と表記する．

　産地偽装を防止するためには，科学的な産地判別の技

術が必要であり，近年，玄米２），ネギ３），タマネギ７）な

どについて産地判別の手法が開発されてきた．タマネギ

などの農産物に関しては，①産地による作付品種の違い

を利用した品種判別４，５），②無機微量元素組成の分析１），

③ストロンチウム等の同位体比分析による地質年代の推

定２，３），の３種の技術によって産地判別が可能となる．上

記のいずれかの技術だけでは判別が不可能な産地があり，

これらを総合的に用いることが必要である７）．

　自殖性作物や栄養繁殖性作物は品種内の全個体が同一

の遺伝子型を有し，DNAマーカーによる品種判別技術は，

これらの作物について開発が進められてきた．一方，タ

マネギを含む他殖性作物は，自殖を繰り返すことによっ

て遺伝的に固定することができず，個体間である程度の

多様性を有する集団として維持されている．営利栽培用

タマネギの大部分を占めるＦ１品種についても，それらの

親品種が集団で維持される限り，個体間に遺伝的な多様

性を有する．そのため，品種内の個体ごとに遺伝子型が

異なる品種内多型が多く存在し，DNAマーカーを利用

した品種判別は非常に困難であるとされ，長く取り組ま

れてこなかった．しかし，筆者らは，各品種の複数個体

についてDNAマーカーの有無を検出し，品種内での

DNAマーカー保有頻度を統計的に比較し，有意な差を示

すマーカーがあれば異品種と判定することによって品種

を識別する理論と技術を開発した５）．本手法は，「個体数

が十分に大きい場合，二項分布は正規分布に近似できる」

ことを利用した「２群の比率の差の検定」によってマー

カー保有頻度の差に有意差があるか否かを検定している．

そのため，調査個体数が多いほど正確な判定ができるが，

比較する品種間で大きな多型保有頻度の差が存在する場
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表１　タマネギ品種間で多型を示すDNAマーカー

備　考標準品種PCR条件PCR産物 (bp)配　列プライマー名マーカー名

もみじ３号
Step down

５７７bp
CATCCCCCTGAGTAAACCB３-５７７(F)

OPB３-５７７
低CATCCCCCTGCGAAATGB３-５７７(R)

葉緑体 DNA由来
Dynasty(+)Step down約３７５bp（＋）GGTTCAAGTCCCTCTATCCCChloroplast-e

trnL.F insert
もみじ３号 (-)高約３５０bp（－）ATTTGAACTGGTGACACGAGChloroplast-f

もみじ３号
Step down

３８２bp
GAGTTAATTTATGGAGGGCTTTGTF６-７６０F

OPF６-３８２
高GGCATGTACCACTCCGAAAGF６-７６０R

スーパーレックス
Step down

４３０bp
CTGCATCGTGATCGTTGGTGOPH７４３０-F

OPH-４２９
高CTGCATCGTGCACACTACCAOPH７４３０-R

GRANEX３３
Step down

約４９５bp
TTATGGATGTCCTCCACCTGAPI４３ Hetero-F

API４３
低AGCAGCAGCAATAGGGTAGCAPI４３-R

Tamara
マルチプレッ
クス

４５８bpAGCATATGCAATAATGGGCGACHI-M１F
CHI-M１,M２ ４１０bpCTCTTTTATGTGTGTGTATTATTACGTCHI-M２F

CCAATACGGCTTGTGTCAGCGCCTTACHI-R

Dynasty
Step down

４４３
ACAACTGGGGCCCATTN１０-４４３F３

OPN１０-４４３
低ACAACTGGGGGATGTTAATN１０-４４３R６

もみじ３号
Step down

５１６bp
GGTCTCGCTCAACTTTGBG１９-５１６F２

OPBG１９-５１６
低GGTCTCGCTCTTTATATCTBG１９-５１６R

七宝早生７号
Step down

６３６bp
CACAGCGACAGATCACTATOPW１３-６３６F

OPW１３-６３６
低CACAGCGACAATGAAAAGTAGAOPW１３-６３６R

七宝早生７号
Step down

６９０bp
GGTGCTCCGTGGGTTAAGAOPN２０-６９０F２

OPN２０-６９０
高GGTGCTCCGTCATAGCGGTOPN２０-６９０R２

E.L.K
Step down

約４１５bp
AACATCCTCGACAACAAGGGOJ３９-F

OJ３９
高ATACAACATCTCCTCCCTAACAATOJ３９(insert)-R

もみじ３号
Step down

８７３bp
GGGAATTCGGTCATGTAOPF-８７３F

OPF６-８７３
低GGGAATTCGGCAGAGTOPF-８７３R

もみじ３号
Step down

約４１０bp
GCCTAGGTCGTTTCAGTTATGTAPI１０type１-F

API１０
高AGGGATACACTGGGTATAGGGAAGAPI１０-R

スーパーレックス
Step down

４３１bp
TCCTGATGACAAGGTCGATCTCANS-F

ANS
高GTTACCCATTCACCCTCGTAGANS-R

スーパーレックス
Step down

４２０bp
GACAGTTTGGTCGACAGCTGF３H-F

F３H
高GTGATGGTACCAGGATCGGTF３H-R

スーパーレックス
Step down

２４２bp
GTCACGATCATACCTATGCGDFR-F

DFR
低ATGTGTGCTTCACACAAGTCDFR-R

鈴平
Step down

約４００
AGCTCCTTCACCATGCAATCXba Ⅰ-F

Xba Ⅰ
低ATGGCTTTCGTGCCCTAGCTXba Ⅰ-R２

ﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱDNA由来
Vaquero( 切れる：＋ )

CAPS３１４bp，３０８bp（処理
後２０２bp、１０６bp）

TTACAACACGGTTCCTGCTTCND４-F
ND４

P.L.K（切れない：－）ATTGCGGCGACAACTAACCND４-R



合には調査個体数が少なくても有意差が認められるため，

最小限必要な個体数は一概には決定できない．

　筆者ら４，５）は各産地の主要品種のマーカー保有頻度を調

査し，淡路島産としては，「ターザン」，「もみじ３号」，

「七宝早生７号」の主要３品種について２４個体での調査

結果を，その他の９品種については１６個体の調査結果を

記載したが，「もみじ３号」と「北早生３号」の間で有意

差を示すマーカーはなく，識別不可能であった．「もみじ

３号」は淡路地域では作付が多く，特に重要な品種の一

つである．しかし，北海道の極早生品種である「北早生

３号」は，収量性や耐病性の問題から他の品種に置き換

えられつつあり６），今後も重要性が低下するものと考え

られている．また，主要３品種について，淡路島と佐賀

県で入手した２００４年および２００５年産用種子由来実生を供

試してＤＮＡマーカーによる識別を試みたところ，いず

れの品種も両産地間で有意な差は認められず，同一品種

が複数産地に出荷された場合は区別することが不可能で

あると考えられた．北海道以外の都府県の産地で栽培さ

れている品種は多くが共通しており，また，日本に輸入

される中国産タマネギのなかには国産と同じ品種が含ま

れる（データ未公表）が，アメリカやニュージーランド，

タイなどの海外産および北海道産については，品種判別

技術によって淡路産との判別が可能と考えられる．　

　本報では，淡路島で作付されているその他の品種（一

部，すでに１６個体でのデータが得られているものを含

む）を用いて，これまでと同様の１９種のマーカーについ

て各２４個体のマーカー保有頻度を調査して多型頻度カタ

ログを充実させるとともに，淡路島産タマネギと表示さ

れたものについて，品種判別の手法によって表示の真偽

を確かめることが可能であるかについて検討した．

材料及び方法

１　供試材料

　DNAの抽出には実生の子葉もしくは第１～２本葉を

用い，個体ごとにDNAを抽出した．まず各品種の種子

を滅菌したのち寒天培地上に無菌播種し，発芽した実生

の葉を約１００mgずつ個体ごとにサンプリングした．サン

プリングした葉は１５mm程度に裁断し，１．５ml マイクロ

チューブに入れて，－３０℃で冷凍した．

　抽出にはDNA抽出キットNucleon PhytoPURE を用い

た．抽出したDNAは濃度測定後に滅菌蒸留水で希釈し，

１ng ／μ l となるように調製し，DNAマーカーの検出に

供した．

　多型頻度カタログの充実のため，「アドバンス」，「アン

サー」，「ターボ」，「アトン」，「アーリートップ」，「浜

育」，「輝」，「オメガ」，「ソニック」，「ネオアース」，「貴

錦」の１１品種については２４個体ずつを供試し，２００６年に

試験を行った．「アポロ」，「緋だまり」，「ホーマー」，
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上位からの累計構成比率 (%)種苗会社品種名
 ３８．０１ ３８．０１七宝ターザン
 ６７．２９ ２９．２７七宝もみじ３号
 ８２．０２ １４．７３七宝七宝早生７号
 ８９．１３  ７．１１タキイターボ
 ９２．９９  ３．８５七宝アンサー
 ９６．３８  ３．３９タキイアース
 ９７．６９  １．３１七宝くれない
 ９８．２９  ０．６１七宝アドバンス
 ９８．６３  ０．３４タキイオメガ
 ９８．９４  ０．３１タキイT-３５７
 ９９．２５  ０．３１タキイソニック
 ９９．３６  ０．１０七宝A３６
 ９９．４６  ０．１０中原採種場アーリートップ
 ９９．５６  ０．１０七宝七宝甘７０
 ９９．６６  ０．１０タキイアトン
 ９９．７６  ０．１０七宝さつき
 ９９．８２  ０．０６カネコ貴錦
 ９９．８５  ０．０４湘南レッド
 ９９．８９  ０．０３高山種苗緋だまり
 ９９．９１  ０．０３七宝七宝早生２号
 ９９．９３  ０．０２タキイT-４４８
 ９９．９４  ０．０２カネコ鈴平
 ９９．９５  ０．０１タキイOP黄
 ９９．９６  ０．０１七宝アポロ
 ９９．９７  ０．０１七宝ニューセブン
 ９９．９８  ０．０１松永種苗スーパーリニア
 ９９．９８  ０．０１カネコ浜育
 ９９．９９  ０．０１七宝ホーマー

上位からの累計構成比率 (%)種苗会社品種名
 ４６．２７ ４６．２７七宝ターザン
 ７１．６５ ２５．３８七宝もみじ３号
 ８５．９３ １４．２８七宝七宝早生７号
 ９０．２６  ４．３３タキイターボ
 ９４．２９  ４．０３七宝アンサー
 ９７．０１  ２．７２タキイネオアース
 ９８．０１  １．００七宝くれない
 ９８．４９  ０．４８七宝アドバンス
 ９８．８４  ０．３５タキイT-３５７
 ９９．１２  ０．２８タキイオメガ
 ９９．２９  ０．１７タキイアース
 ９９．４４  ０．１５タキイソニック
 ９９．５６  ０．１２カネコ貴錦
 ９９．６５  ０．０９カネコ浜育
 ９９．７４  ０．０９七宝レクスター１号
 ９９．８２  ０．０９七宝七宝甘７０
 ９９．８８  ０．０６中原採種場アーリートップ
 ９９．９１  ０．０３タキイアトン
 ９９．９３  ０．０２七宝さつき
 ９９．９４  ０．０２松永種苗スーパーリニア
 ９９．９６  ０．０１田中種苗輝
 ９９．９７  ０．０１タキイOP黄
 ９９．９８  ０．０１高山種苗緋だまり
 ９９．９９  ０．０１カネコ鈴平
 ９９．９９  ０．０１ｽｰﾊﾟｰﾊｲｺﾞｰﾙﾄﾞ
１００．００  ０．００七宝ホーマー
１００．００  ０．００七宝アポロ



「ニューセブン」，「湘南レッド」，「Ｔ３５７」，「七宝早生

２号」の７品種については８個体ずつを供試して２００４年に

試験を行い，カタログ品種との識別の可否を検討した．

２　DNAマーカーの検出

　供試したマーカー（表１）は全て既報４）と同じものを

用い，反応液の組成，反応温度と時間のプログラムも同

様とした．PCRにはパーキンエルマー社製GeneAmp 

PCR System ９６００を使用した．　

　いずれのマーカーも反応終了後，０．５× TBE緩衝液中

でアガロースゲル電気泳動を行った．アガロース濃度は

１．５％としたが，ND４の場合のみ１．８％とした．アガロー

スにはあらかじめ臭化エチジウムを１ng ／ ml 加え，電気

泳動の終了後，紫外線照射下でバンドの観察を行った．

３　品種の識別

　調査した各品種が１９種のマーカーを保有している頻度

を記録した．今回調査した１８品種と，これまでに調査し

た４，５）もののうち淡路島で作付けされていない３２品種の１８

×３２＝５７６組合せについて，マーカーごとに保有頻度の有

意差検定を行い，両品種間で有意差の認められるマー

カー数を調査した．

　保有頻度の有意差検定は，各品種の調査個体数とマー

カー保有個体数からマーカー保有個体比率を算出し，そ

れぞれのマーカー保有個体比率に有意差が認められるか

を検定する方法３，４）で行った．

山元義久・松本純一・玉木克知・小林尚司・塩飽邦子：淡路島産タマネギ（Allium cepa L.）のDNA診断による品種識別 ３３

表４　淡路島で作付けされているタマネギ品種のDNAマーカー保有頻度

ソニックオメガ輝浜育アーリートップアトンターボアンサーアドバンス品種名
産年度

ﾏｰｶｰ 名
２００５２００５２００５２００５２００５２００５２００５２００５２００４
保有数調査数保有数調査数保有数調査数保有数調査数保有数調査数保有数調査数保有数調査数保有数調査数保有数調査数
２２２４２４２４２２２４１６２４２１２４２４２４１５２４２３２４１３２４OPB３-５７７
２４２４２４２４０２４２４２４２４２４０２４２４２４０２４２４２４trnL.F insert
０２４０２４２３２４０２４０２４９２４３２４２３２４０２４OPF６-３８２
２３２４２４２４０２４１２４８２４１２４８２４１２２４２４２４OPH-４２９
２４２４２４２４０２４１４２４２２２４０２４０２４１８２４１７２４API４３
１３２４４２４０２４１７２４２０２４０２４０２４２４２４１１２４CHI-M１
０２４２２４０２４７２４２２４９２４２２４０２４１３２４CHI-M２
２４２４２４２４２４２４２２２４１５２４２４２４２４２４２４２４２４２４OPN１０-４４３
２４２４２４２４２４２４２４２４１７２４２４２４２４２４２４２４２４２４OPBG１９-５１６
８２４２２２４２３２４２４２４２０２４２４２４２３２４１７２４１６２４OPW１３-６３６
２４２４２４２４７２４１８２４１２２４５２４１３２４４２４２４２４OPN２０-６９０
２１２４１２２４１７２４６２４１８２４１５２４１３２４１９２４８２４OJ３９
２４２４１９２４２４２４２２２４２４２４２３２４６２４２３２４２３２４OPF６-８７３
８２４２４２４２４２４５２４０２４９２４２３２４２４２４１０２４API１０
２４２４２４２４０２４７２４１２２４１５２４０２４８２４１４２４ANS
２４２４２４２４２４２４２４２４２０２４２４２４２４２４２３２４２４２４F３H
０２４０２４０２４１３２４７２４０２４０２４０２４０２４DFR
０２４０２４１５２４９２４５２４２１２４１７２４０２４０２４Xba Ⅰ
２４２４２４２４０２４２４２４２４２４０２４２４２４０２４２４２４ND４

表４　続き

七宝早生２号T３５７湘南レッドニューセブンホーマー緋だまりアポロ貴錦ネオアース品種名
産年度

ﾏｰｶｰ 名
２００４２００４２００４２００４２００４２００４２００４２００５２００５
保有数調査数保有数調査数保有数調査数保有数調査数保有数調査数保有数調査数保有数調査数保有数調査数保有数調査数
３８５８８８７８８８８８８８１５２４２４２４OPB３-５７７
８８８８５８８８０８８８８８２４２４０２４trnL.F insert
０８０８０８３８８８０８５８０２４２２２４OPF６-３８２
２８８８３８２８４８３８７８１２４０２４OPH-４２９
６８８８５８６８０８０８７８１５２４０２４API４３
８８８８０８０８４８１８６８１７２４０２４CHI-M１
０８０８５８０８３８８８１８１２４０２４CHI-M２
６８８８６８８８８８８８８８２３２４２４２４OPN１０-４４３
８８８８５８８８８８５８８８２４２４２４２４OPBG１９-５１６
８８０８２８３８８８０８４８２２２４２４２４OPW１３-６３６
８８７８４８５８０８８８５８１８２４５２４OPN２０-６９０
２８８８４８８８６８０８８８１０２４１８２４OJ３９
８８８８５８４８８８８８６８２３２４２４２４OPF６-８７３
０８０８６８１８８８０８８８２２４２４２４API１０
０８８８０８０８０８０８０８１４２４０２４ANS
７８８８８８８８８８６８８８２３２４２４２４F３H
０８０８０８０８０８２８０８６２４０２４DFR
７８０８４８１８０８８８３８１０２４１３２４Xba Ⅰ
８８８８８８８８０８８８８８２４２４０２４ND４
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結　果

１　作付品種

　平成１４年度と１６年度の，あわじ島農業協同組合，淡路

日の出農業協同組合，北阿萬農業協同組合からの種子供

給記録によると，平成１４年度に作付けされたのは２８品種

（表２），平成１６年度は２７品種（表３）であった．　

　作付けされた品種数は多いものの，種子販売量を集計

すると平成１４年度は上位３品種で全体の８０％以上，上位

５品種で９０％以上，上位８品種で９８％以上を占めていた．

同様に，平成１６年度は３品種で８０％以上，４品種で９０％

以上，７品種で９８％以上を占めていた．また，マイナー

な品種については変遷があり，平成１４年度に作付けされ

ていたうちの４品種は平成１６年度には作付がなくなって

おり，新たに３品種が追加されていた．

２　DNAマーカーの検出

　各品種からDNAマーカーを検出した結果を表４に示

した．いずれの品種も多くの品種内多型を有していた．

これまでの調査４，５）　では，細胞質遺伝子である葉緑体

DNAの変異を検出するマーカー trnL．F insertとミトコン

ドリアDNAの変異を検出するND４に関しては，品種内

多型を示す品種は「Tango」１品種しか確認されていな

かったが，今回調査した品種のうち「湘南レッド」が新

たに trnL.F insert について多型を示した．

　また，「ネオアース」と「輝」は全てのマーカーについ

て極めてよく似た保有頻度を示した．

３　淡路島産品種と他産地産品種との識別

　今回調査した淡路島で作付けされている１８品種と，す

でに報告されている他産地で作付けされ淡路島で作付け

されていない３２品種との識別を試みた結果を表５に示し

た．　

　今回２４個体で調査した品種のうち，「アーリートップ」

と「錦毬」，「貴錦」と「錦毬」の間には有意な差を示す

表５　淡路産品種と他産地産品種の識別結果

品種名

１６１６１６１６１６１６１６１６１６２４２４２４２４２４２４２４２４２４２４２４２４２４２４２４２４２４２４２４２４２４２４２４供試個体数
４１０７５６７６５７４４５８１０６１０８８６６８９１２１０９７９１１９１２７５２４アドバンス ６１３１１８１０１０１２１１１１８４８８１１１０１１１１９８７１２１１１４１０１１１１１１１１９１２８６
９３１１８５６９６６６８５８７８９７６７４９９１０１１８９１０９３９９８２４アンサー ９４１１９７７１１１１７９８９９９１１１０８９９７１１１０１１１１９１３１１９４１０１０９
８５８４５５５８９５６４５５５１３１０４６８９９１２１１１１６７１０７７９７２４ターボ １０６１１９１０８１０１２１２７９７６６９１３１１４６１０１１１１１２１２１３８１１１１８７１０９
９４７８３６４４３７１０６９１１６１１９８７９６７８１１５７６７４１０１１７２４アトン １４５１１１１６８９８５１２１１８１０１３１３１２１１９８１０９１１９１２８９９８５１０１２９
４８７４７９６６８０２７７６２９７６８４６９７７６８７６８８６９２４アーリートップ ６９９７９１１１０９１１０４１１１２９２１２８７９６８１２１２１０９１２１０７１０９１２１０
５９１０８７８９８１００１４９８３１１８６７５５１０９１０６５７７１０１１８７２４浜育 ７１１１３１１１０１３１１１２１３１２６１１１２６１２１２８９９１１１２１４１３９１１９１１１２１４１０１１
１１１１０９５６６６５７７６７８９１０８８６８９７１０１１８９７９４９１１８２４輝 １２１１１１２６７９９６１０１２８９９１２１１１１９６１１１１１１１１１３１０１０９９４９１２１０
５８９７８６８６１０６７７７６６７６７４５１０９１１９１１９１２１２７７８５２４オメガ ５８１０１０９８９１０１０１０７８８９１１７８８４８１２９１２９１３１１１２１３７７１０５
０１１５６８８６５８４５７５７７７５６７５１０１０９６１０８１１１０１０９６６２４ソニック ４１１１０６１０９９９８１１６９７９１１７９７８６１２１１１１７１２１１１３１２１２１１６７
１２１１０９５６６６５９１０７７８９９８８６８９７１０１１８９７９４９１１８２４ネオアース １２１１２１２７７８１０５１２１２８９９１２１１１０１０６１１１１１０１１１３１０１０１１１０６９１２１０
３９９７８９７５８０１５９９４１３１０５９６６１０９１１８７７１０９１３９８２４貴錦 ６１０１２１０１１１２１１１０１３０１７１０１１８１３１２８９９１１１３１５１３１１１２７１１１２１４１０１１
３５６５５３７７７３３３２１３７６２６３６７７７５４７４５７５５８アポロ ６７１０６７４９８９４３３５２３８７４８５７８９９８６８５９９７８
７７５３６５５６５４４４５４３１０８４５４２８５５５１４４７５４２８緋だまり ８９５５８８６７９５７７７７５１１８５６７４８６５７１８７９５５４
８０６５１４５４２６４１５４５９７６６５５５４７２７３１１５５４８ホーマー １１３８６５６８６６８６４８９６９７１０６６６６６８５８５２２６６７
３７５３４４４４５１３３１１１８５０７４６８４５４２５３６５３４８ニューセブン ６８７４４６６７６３４４６２２１０７０９６９１０６７８４７６９８５６
５６４１３２３３４２２４４２０６４１５３４８５６４１３３５４４４８湘南レッド １１９７５７５６６１１５４５８５４１０４４８６６９６７８１６４７５６５
０９５４７７５６６２２４５３３７５４７４６９５５５７８４８６５５８T３５７ ０１１６８９１０７８９２５７７６６８７４９６１０１１８６１０８１１１０９８８７
５８１０７７７９８９０１２８４３１３１１４８４４１１８１０６５５５９１０７７８七宝早生２号 ５８１０１０８９１０１１１２１３４１０６４１３１１６８５６１１１１１０１１５９１０１０１０９７

注）各欄の上の数値は０．１％水準で有意差を示したマーカーの数，下の数値は１％水準で有意差を示したマーカーの数
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マーカーが見つからなかった．「浜育」と「錦毬」，「ソニッ

ク」と「スパート」の間には０．１％水準で有意差を示すマー

カーは認められなかったものの１％水準で有意差を示す

マーカーが認められた．２４個体で調査したその他の品種

については，いずれも他産地産の３２品種との間に０．１％水

準で有意差を示すマーカーが認められた．　

　８個体で調査した品種のうち，「ニューセブン」と

「Dynasty」，「Ｔ３５７」と「スパート」の間には有意差を

示すマーカーが認められなかった．「ホーマー」と「北早

生３号」，「湘南レッド」と「泉州中高黄」，「七宝早生２号」

と「錦毬」の間には０．１％水準で有意差を示すマーカー

は認められなかったものの１％水準で有意差を示すマー

カーが認められた．

考　　察

１　品種内多型

　染色体DNA由来の多型を検出するマーカーについて

は，いずれの品種も多くの品種内多型を示し，これまで

の報告と同様の結果であった．タマネギは自殖弱勢が強

いためにある程度ヘテロ性を有した集団として品種・系

統を維持しているためと考えられる．

　一方，これまで細胞質遺伝子由来のDNA多型を検出す

る２種のマーカー trnL.F insert と ND４については，これ

まで品種内多型を示す品種がほとんど報告されておらず，

「Tango」で trnL.F insert の多型が見つかっただけであっ

たが，今回調査した「湘南レッド」で新たに trnL.F insert

に関する品種内多型が認められた．細胞質遺伝子は通常

母系からのみ遺伝し，染色体遺伝子とは異なり，同一の

母系に由来する集団ではすべて同じ遺伝子型を示す．そ

のため，細胞質ゲノムに由来するDNAマーカーは他殖性

作物の品種判別には非常に有効であると考えられるが，

品種育成当初に複数の母系が混合して用いられている可

能性もあり，なお品種内多型に注意を払う必要のあるこ

とが示された．

２　品種の識別

　今回２４個体の多型データを収集した淡路産１１品種とこ

れまでに報告３，４）した他産地産３２品種の３５２組合せのうち，

１９種のいずれのマーカーについても有意差が確認できず，

識別が不可能であったのは「アーリートップ」と「錦毬」，

「貴錦」と「錦毬」の２組合せのみであった．他の３５０組

合せでは少なくとも１つは有意水準１％または０．１％で

保有頻度に差が認められるマーカーが確認されて識別が

可能であり，これら１１品種のデータは今後カタログに加

えることによって，産地判別を目的とした品種識別に役

立てることができると考えられる．

　なお，他産地産と判別不可能であった「アーリートッ

プ」と「錦毬」が淡路地域内で占める割合はいずれも０．１％

前後であり，産地判別の一手法としての当品種判別技術

の実用化にあたって大きな障害ではないと考えられる．

　筆者ら５）は「ネオアース」と「北早生３号」の各１６個

体ずつを供試して識別を試みた結果，０．１％水準で有意

差のあるマーカーは見つからなかったと報告したが，「北

早生３号」の同じデータと今回調査した「ネオアース」

２４個体のデータから計算すると，OPH－４２９について

０．１％水準の有意差が認められた．このことは，マーカー

頻度の差が統計的に有意か否かを利用した品種判別法を

用いているため，類似性の高い品種を識別するには個体

数が多い方が正確な判定ができることを示している．逆

に，今回１％水準の有意差のマーカーしか検出できな

かった組合せでは，供試個体数を減らすと識別が不可能

になる可能性があり，注意が必要である．

　８個体の多型データを収集した７品種と他産地産３２品

種の２２４組合せのうち，「ニューセブン」と「Dynasty」，「Ｔ

３５７」と「スパート」の間には有意差を示すマーカーが

見つからなかったものの，他の２２２組合せについては少な

くとも１つは有意水準１％または０．１％で保有頻度に差

が認められるマーカーが確認され，識別が可能であった．

本品種判別法の性質上，供試個体数が少ないほど異品種

の識別が困難になるが，両品種のマーカー保有率が大き

く異なれば比較的少ない個体数でも識別可能である．識

別精度を上げるために，供試個体数は多く取ることが望

ましいが，８個体という少ない個体数でも，１９種のマー

カーと２４個体程度で作成したカタログを用いれば，かな

りの識別能力があることが示された．実用化にあたって

２０個体前後といった多くの個体を収去することが出来な

い事情がある場合でも，若干の精度の低下を許容するな

らば，１０個体前後の少ない個体数でも兵庫県作付品種と

兵庫県で作付されていない品種との識別には十分利用で

きるものと考えられる．
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